
り

漢
丿
代

　

の

　

家
畜
（
下
）

　
　
　
　
　
　

四

　

こ
れ
ま
で
の
叙
述
は
馬
の
用
途
を
中
心
に
主
に
漢
朝
内
部
の

み
か
ら
眺
め
て
視
め
た
が
、
次
に
匈
奴
・
莞
等
北
・
四
方
民
族

　
　
　
　
　
　

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

　
　
　

①

と
０
開
係
に
お
い
て
一
所
回
い
立
場
で
見
直
さ
う
。
馬
匹
の
供

給
を
泌
境
牧
地
の
卵
養
に
非
れ
ば
用
汽
民
族
か
ら
の
輪
入
に
仰

が
れ
ば
な
ら
ぬ
中
原
囚
家
は
、
眺
燈
方
法
の
近
代
的
印
改
が
な

さ
れ
る
以
前
の
諧
０
　
代
か
こ
迎
じ
て
、
武
力
的
に
は
北
方
位
牧
民

仮
に
比
し
箔
之
巾
ぶ
利
の
地
位
を
冤
紅
た
か
っ
た
。
量
的
に
劣

勢
で
あ
る
の
は
勿
論
、
質
的
に
も
優
秀
和
馬
か
・
輪
入
し
て
品
種

改
良
を
誹
十
る
必
昇
沁
痛
感
さ
れ
た
。
史
秦
の
文
献
に
習
見
す

ろ
千
里
馬
を
求
め
た
話
は
西
方
の
優
秀
馬
偉
に
問
す
ろ
湾
人
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②

淡
い
知
識
を
反
収
し
て
ゐ
る
か
も
知
れ
た
い
。
。
封
建
王
侯
の
・
駿

罵
に
對
す
ろ
熱
心
さ
は
馬
商
人
か
行
頭
芦
せ
、
爪
の
取
引
市
場
’

は
早
く
か
ら
脅
迫
し
、
そ
の
ね
ぶ
み
の
景
況
は
轟
策
に
兄
え
る

駿
代
の
「
伯
楽
が
毀
れ
の
こ
り
０
馬
を
一
見
す
れ
ば
値
十
倍
に

宮

川

た
る
」
と
０
言
か
ら
も
窺
は
れ

　
　

尚

　
　

志

る
。
馬
椙
０
鑑
定
家
も
古
く
か

ら
存
し
、
秦
の
穆
公
ｏ
時
の
人
と
い
ふ
伯
塑
の
相
馬
法
は
、
四

河
の
７
　
良
、
朧
長
儒
、
茂
陵
の
丁
冊
郡
、
琥
紀
の
楊
子
阿
を
経

て
倍
汗
の
馬
援
に
鍔
仕
り
、
彼
は
こ
ｏ
凪
の
砲
傅
の
外
に
帛

氏
ふ
バ
氏
竿
放
火
の
好
し
と
諭
く
骨
相
に
鑑
み
、
名
馬
式
を
制

し
、
交
陸
征
氏
で
幌
だ
釧
蚊
を
い
つ
ぶ
し
釦
馬
を
辻
り
佳
初
二

　

漢
武
帝
時
代
の
西
域
交
通
は
西
方
馬
の
漢
土
輪
入
に
就
い
て

も
重
粟
だ
樅
介
と
た
っ
た
。
元
朔
二
年
西
域
か
ら
陥
っ
た
張
務

は
大
宛
汗
血
馬
の
存
在
七
外
告
し
、
元
川
元
年
、
烏
孫
と
の
同

盟
の
結
果
い
０
　
孫
國
ｏ
名
馬
（
西
柾
馬
）
’
が
烏
孫
・
扉
労
一
公

主
。
の
支
度
料
と
し
て
穏
供
さ
れ
た
が
、
こ
札
よ
り
類
優
秀
な
鍔

に
天
馬
の
名
に
値
ひ
す
る
犬
宛
の
名
馬
を
も
っ
て
囚
内
馬
種
Ｏ

改
良
に
資
し
か
つ
は
帝
王
的
な
湘
足
祐
苑
ん
と
し
た
武
帝
の
宿

‐
望
ぱ
し
太
初
元
年
よ
り
四
年
に
至
る
李
影
利
０
貳
師
誰
遠
征
と

悶-
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た
っ
た
。
六
萬
０
兵
士
。
十
心
の
牛
、
三
萬
０
軍
馬
が
硝
且
回

礼
二
９
　
リ
八
岡
の
鏑
、
爪
１
　
匹
の
ぎ
巧
を
介
心
二
千
石
０
宛

馬
、
凹
大
胸
閃
く
、
く
び
・
し
り
が
産
辻
し
で
～
け
し
こ
く
強

い
ト
ラ
ン
ス
オ
ク
シ
ア
ナ
人
川
バ
が
浪
入
さ
れ
た
。
そ
れ
犬
で

旦
-
M
匈
奴
と
交
聯
し
、
そ
の
庖
ヅ
に
有
す
る
宍
吉
馬
に
苦
し
め

ら
れ
た
武
帝
は
こ
ド
か
於
る
べ
く
馬
径
の
・
改
良
を
斤
目
し
穴
と

　
　
　
　
　

⑤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

竹
へ
ら
れ
ろ
。
武
帝
が
句
奴
の
軍
七
雌
っ
～
千
〇
巧
牛
羊
Ｏ
宗

雌
を
え
た
佃
々
の
例
に
員
く
が
こ
‐
者
宍
に
～
犯
ｏ
沁
代
に
苦

し
み
、
艶
光
二
乍
、
ド
門
附
沁
の
用
方
に
≒
り
、
ノ
ヅ
’
円
・
筰
玄

炳
二
回
の
狼
川
百
山
催
促
か
ニ
川
隔
た
し
、
征
べ
瓦
十
昨
年
、
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤

祐
一
八
は
侑
は
優
に
六
爪
騎
シ
・
隔
員
し
え
た
ら
し
い
。
匈
奴
ば

漢
ボ
の
鳥
偏
内
の
長
牧
地
七
荒
ら
さ
れ
家
玉
の
蓼
川
を
妨
げ
ら

れ
た
。
昭
帝
の
代
ノ
‐
四
奴
は
二
部
に
分
ヤ
ド
‐
回
付
が
よ
う
へ
け

じ
め
ハ
ト
∵
鮮
県
が
七
の
故
地
か
八
州
し
か
。
Ｉ
帝
の
木
齢
こ

乍
は
正
に
匈
奴
の
厄
年
で
使
の
瓦
特
撰
に
宍
烏
孫
子
片
偏
万
〇
壮

介
軍
の
た
め
馬
牛
羊
呻
駱
駝
七
ト
六
ば
此
頭
を
窄
は
れ
た
外
、
戦

争
中
万
頃
移
と
冬
季
ｏ
ｍ
雪
と
に
よ
り
死
亡
す
る
も
の
も
多

く
、
地
節
二
年
に
は
重
ね
て
飢
伴
に
辺
ぴ
、
人
民
宍
次
に
の
六
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑦

割
を
失
０
　
混
に
降
服
す
る
に
至
っ
た
。

　

天
候
に
支
配
さ
れ
る
０
は
農
業
の
み
で
た
く
牧
畜
も
甚
し

い
Ｉ
－
蒙
古
高
原
の
１
　
期
の
酷
京
浜
雪
ご
富
ぽ
家
石
を
凍
死
さ

せ
、
家
畜
の
言
を
失
っ
た
遊
牧
民
９
前
惨
は
凶
年
の
一
０
　
民
の
辛

ガ
に
筈
し
い
。
牧
高
は
狩
猟
民
が

た
こ
と
に
起
源
す
る
と
の
冷
か
あ

の
陥
で
は
見
物

生
犬
に
が
更
に
利
加
か
府
す
る
こ
と
は
午
へ
た
い
。
叉
食
物
を
・
全

く
動
対
質
か
ら
ｏ
み
釧
る
こ
と
は
啓
‥
毀
的
に
ぷ
利
で
あ
る
か

ら
、
純
牧
者
吊
∵
に
作
も
汗
馬
三
万
に
よ
り
石
子
の
柚
物
質
作
付

を
郷
ろ
を
常
と
し
、
多
く
の
陽
介
で
げ
阿
‐
作
耕
比
旅
と
ツ
父

易
に
よ
り
言
物
の
供
綸
で
仰
ぐ
か
、
ツ
ン
グ
ー
ス
族
の
如
号
狩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑧

煙
遊
牧
民
も
且
ご
を
読
ね
行
ふ
陽
介
か
お
る
ノ
烏
大
族
ｏ
如
き

馬
食
肉
飲
際
Ｏ
首
班
牧
言
民
て
あ
る
が
、
吉
う
と
儒
す
ろ
叢
物

な
ら
生
白
し
か
つ
桜
泌
か
ら
米
を
柁
入
し
た
。
鮮
岸
も
川
石
射

０
　
を
主
と
す
る
が
、
ド
ゼ
押
Ｏ
二
吋
ま
糧
小
足
を
告
げ
穴
の
Ｉ
言

旱
凡
族
を
つ
れ
て
き
て
鳥
仁
よ
水
の
漁
学
を
輿
し
か
。
一
評
り

尚
Ｉ
な
吊
寺
せ
す
袖
價
的
白
川
的
維
竹
を
行
２
　
こ
と
に
長
旅
生

活
の
・
危
機
を
克
服
す
る
と
共
に
新
し
い
向
ト
い
路
を
陪
末
仁
問

く
こ
と
で
あ
る
。
涜
Ｄ
交
帝
の
頃
老
上
単
于
に
向
つ
て
顧
問
Ｏ

涜
人
中
行
冷
か
「
匈
奴
放
が
漢
±
０
米
縦
組
帛
を
好
み
衣
食
に

お
い
て
漢
に
依
存
す
る
様
に
な
っ
て
は
国
力
を
弱
め
る
」
'
Ｖ
!
:
'
;
-

つ
だ
こ
と
は
、
漢
初
か
ら
匈
奴
が
穀
食
を
要
水
す
る
こ
と
が
強

一ツ



9
 

か

っ

た

と

い

ふ

事

情

そ

示

す

。

の

敗

ぬ

と

旬
奴
の
生
前
を
改
持
せ
し
め
、
呼
特
邪
草
子
は
廿
小
路
一
一
一
年
降
服

し
鉛
鋳
や
絹
吊
郊
の
外
に
米
綿
一
一
一
寓
四
千
伽
の
桁
給
を
銭
、
初

先
元
年
、
に
は
更
に
雲
中
五
原
の
見
穀
二
寓
栴
-pv
給
せ
ら
れ
漸
く

食
料
難
を
免
れ
た
。

か
く
て
南
旬
奴
は
漢
の
問
境
地
方
で
桝
く
定
性
的
反
耕
牧
寄
生

択
に
入
り
は
巴
め
、
北
旬
奴
は
渓
北
で
謎
牧
生
活
を
つ
づ
け

た
。
終
漢
の
家
者
犯
に
最
も
交
渉
の
深
い
禿
挨
の
経
済
生
活
に

長
い
て
も
と
の
礎
怒
が
窺
へ
る
。
未
叫
ん
漢
に
腕
服
し
・
な
か
っ
た

北
旬
奴
は
明
・
活
・
和
一
二
帝
の
代
、
秋
乗
・
質
問
・
斑
超
ら
渓

、
持
の
出
撃
を
受
け
グ
リ
ム
金
地
の
守
新
が
問
ぜ
ら
れ
た
が
、
旬

奴
を
率
制
す
る
た
め
同
漢
が
懐
柔
に
努
が
た
阿
完
投
は
訟
に
後

⑬
 

鳩
山
の
命
阪
を
危
う
す
る
に
一
柊
っ
た

D

西
禿
は
先
奏
時
代
に
は
侠

A

開
ま
で
東
進
し
i

搾
清
二
水
の
上
流
、
黄
河
及
、
び
そ
の
支
流
挑

水
流
域
が
そ
の
本
地
で
あ
り
、
混
血
を
含
め
た
漢
尭
の
交
渉
は

古
来
浅
く
主
か
っ
た
と
思
は
れ
る
。
格
漢
書
西
先
俸
に
よ
る

去
、
秦
の
底
公
と
同
時
に
無
六
一
変
飯
田
で
「
従
来
射
磁
を
専
ら

働
曹

'fta--

‘，e
に
し
た
部
民
に
始
め
て
今
の
青
海
省
西
率
附
廷
に
営
る
河
控
の

問
で
問
者
を
な
す
と
と
を
教
へ
て
か
ら
程
故
繁
殖
し
撚
散
し
た

と
の
地
帯
は
現
今
で
も
牛
耕
行
は
れ
水
利
も
ん
n一
く
海

と
い
ふ
。

に
沿
い
て
も
料
作
可
能
の
限
界
内
に
あ
り
、
小
委
・
背
一
線
を

、

@

今
一
丙
し
、
か
た
メ
¥
臨
池
の
利
も
あ
り
、
尚
充
闘
の
例
で
見
る

如
く
撚
朝
の
方
で
も
日
そ
許
け
た
肥
地
で
あ
る
。
先
校
の
介
派

中
で
も
漣
中
、
犬
小
橋
谷
、
即
ち
青
海
東
郊
の
と
の
地
帯
忙
繰

っ
た
も
の
が
優
勢
で
あ
り
、
更
に
東
進
し
て
、
土
は
高
牧
に
ん
凡

し
く
水
は
純
情
す
べ
き
安
定
・
北
地
・
上
郡
の
嬰
地
を
慨
が
せ

⑮
 

る
の
で
筏
演
は
針
策
に
苦
し
ん
だ

D

禿
故
と
民
校
、
と
の
述
年
の

交
肢
は
常
に
立
大
た
者
庄
の
掠
芥
却
を
作
ひ
、
筏
年
に
た
る
程
、

漢
軍
が
獲
得
し
た
先
放
の
事
産
た
る
時
限
牛
羊
踏
の
数
は
飛
躍

的
に
増
大
す
る
が
、
さ
り
と
て
尭
放
の
勢
力
は
哀
へ
も
見
せ

や
、
一
方
職
利
口
問
た
る
爽
高
の
英
夫
-K
頭
数
が

E
れ
ほ
主
特
技

の
間
宮
を
増
し
た
か
も
械
か
で
た
い
。
一
和
一
帯
の
時
の
名
特
段
演

は
百
八
十
皮
の
殺
で
者
深
間
十
二
寓
徐
頭
を
得
た
と
い
ふ
。
と

れ
ら
の
数
字
が
功
を
誇
る
将
軍
法
の
府
報
で
た
い
と
し
て
も
、

務
得
し
た
鴎
午
は
朝
廷
の
府
に
供
し
た
り
部
下
記
脚
内
分
し
た
り

消
費
的
使
詮
に
あ
て
ら
れ
、
椅
高
の
改
良
た

E
い
ふ
と
と
は
考

へ
ら
れ
や
、
飼
育
の
不
良
に
よ
り
主
も
た
く
治
情
抗
さ
れ
て
了
っ

た
も
の
で
あ
ら
う
。
一
ニ
同
行
内
慌
時
代
に
は
馬
は
谷
主
賢
官
ー
に

た
り
群
雄
何
れ
も
間
接
民
放
か
ら
か
輸
入
に
苦
心
し
、
移
者
で

d
h
鮮
卑
の
軒
比
能
の
如
く
、
貌
に
釘
し
て
民
の
不
買
向
却
を
品
等

Clt: 
，ω'，1 -一一
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と
結
ん
だ
浙
も
居
^
＾
°
概
し
て
い
へ
げ
二
次
は
鮭
卑
・
烏
丸
・

匈
奴
の
揚
々
。
狽
占
し
、
蜀
と
、
氏
差
の
馬
か
熔
ぴ
、
蜀
は
そ
。
の

他
に
則
夷
の
馬
か
得
た
。
呉
は
最
乳
馬
不
足
に
な
や
み
、
交
州

を
へ
て
南
夷
の
馬
を
、
費
府
を
こ
え
て
沁
東
公
孫
氏
の
馬
を
え

ん
と
て
苦
心
し
、
魏
と
和
平
か
保
っ
た
時
に
は
南
み
の
珠
玉
と

ぴ
き
か
へ
に
馬
を
輸
入
し
た
。

　

馬
の
輪
入
が
平
和
的
た
互
市
に
よ
ｂ
間
待
吝
れ
る
こ
と
ば
少

く
、
對
外
鵬
午
に
訴
へ
ざ
ろ
を
得
た
い
有
様
た
の
っ
㈹
内
に
お

け
ろ
馬
匹
の
諮
憎
が
必
要
と
さ
れ
・
ろ
。
。
國
内
の
諮
『
姉
に
は
官
牧

生
義
万
民
胎
主
莞
と
が
あ
る
が
、
前
隋
で
ぱ
前
者
を
生
と
し
馬

不
足
の
患

｛

ろ
０
　
ぼ
民
牧
に
帆
っ
か
。
文
帝
の
眸
の
今
に
　
１
民

の
車
略
馬
一
匹
お
八
者
は
卒
三
八
か
湊
す
」
と
あ
り
、
武
帝
ｏ

水
５
　
い
乍
五
川
に
け
俳
の
馬
か
蛸
し
て
声
騎
馬
に
袖
し
づ
。
元

狩
五
年
に
は
牝
馬
二
匹
こ
十
八
特
｝
皿
て
回
ト
ベ
に
た
こ
と
が
あ

ロろ
。
竃
た
優
境
の
漕
鯛
新
潟
巾
に
お
い
て
尺
問
の
祐
馬
七
奨
勘

し
、
官
か
配
馬
母
か
四
竹
し
三
次
に
し
て
昌
冷
や
什
一
の
利
心
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
？
｡

取
ろ
代
り
に
告
糾
か
Ｉ
斌
除
し
か
。
し
か
ヒ
斗
通
ｏ
民
家
で
布
養

さ
せ
る
よ
り
も
亭
に
お
い
て
恐
ら
く
ぷ
長
の
衣
任
に
よ
り
伽
ぱ

せ
た
ら
し
く
、
元
封
中
、
封
君
以
下
三
百
石
０
吏
を
し
て
等
級

に
慮
じ
牝
馬
を
供
出
さ
せ
亭
に
て
繁
則
を
講
じ
た
。
叉
馬
の
硲

出
を
焚
じ
ノ
岫
さ
五
尺
六
寸
、
歯
未
だ
乎
か
な
ら
ざ
る
も
の
は

弩
ト
石
以
ヒ
０
も
０
と
共
に
出
開
す
ろ
を
得
ざ
ら
し
め
た
。
こ

の
焚
令
は
亭
０
母
馬
草
備
蛙
同
じ
く
昭
帝
の
始
元
五
年
に
回
’
に

さ
れ

≒
昭
帝
の
代
は
匈
奴
峨
午
が
一
言
落
着
き
民
力
休
養
を

計
っ
た
際
な
の
で
、
馬
は
軍
川
よ
り
も
ヅ
。
通
川
に
廻
さ
れ
た
。

元
叫
二
万
八
川
が
詔
に
「
糾
ろ
乗
輿
馬
及
び
苑
馬
を
省
き
以
て

泌
那
三
輔
の
竹
馬
を
柿
ふ
。
そ
れ
那
固
を
し
て
今
年
ｏ
馬
口
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う

を
謡
さ
む
る
こ
と
な
か
ら
し
か
」
と
あ
る
。
元
帝
の
代
に
な
ろ

と
干
和
政
策
汗
馬
政
の
縮
少
に
も
著
し
く
現
れ
、
太
僕
の
毀
食

馬
を
減
じ
、
水
術
の
肉
食
凧
か
。
省
き
（
初
元
元
年
）
黄
門
の
・
乗

興
の
狗
馬
を
踊
め
（
同
こ
年
）
七
万
宗
Ｉ
の
俗
諦
あ
る
浙
に
彫

一
匹
乃
荼
二
馴
（
八
匹
）
を
隔
つ
か
（
川
元
年
と
五
年
）

が聊

こ
れ
は
帝
室
の
・
馬
政
費
用
を
節
約
す
る
意
圖
も
あ
つ
た
で
あ
ら

刈
‐
罵
の
飼
料
に
粟
（
七
。
ミ
）
又
は
粟
を
馬
岩
で
掲
い
て
穀
と

し
て
狗
へ
ろ
こ
と
は
奢
侈
と
考
へ
ら
且
、
侵
食
困
難
の
０
　
に
に

　
　
　
　
　
　
　

⑩

　
　

。
‘
’

常
に
禁
止
さ
れ
た
。
景
帝
の
後
二
年
の
閥
作
に
は
内
部
の
人
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　
　
　

今

に
馬
犀
粟
を
食
吏
・
し
め
る
を
林
。
』
。
ぺ
じ
犯
す
者
は
馬
を
没
入
し
ノ
同

じ
迎
山
で
検
淡
の
安
帝
０
永
初
元
年
に
は
厩
馬
に
し
て
乗
典
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

図

及
び
帝
の
御
す
る
所
に
非
る
も
の
は
押
牛
食
を
減
ぜ
し
め
た
。

　

倫
古
馬
や
西
方
馬
に
比
寸
れ
ば
卸
‥
南
の
滋
馬
・
筰
馬
は
巴
蜀

ツ;



の
馬
商
人
に
よ
ｂ
古
ぐ
か
ら
平
和
裡
に
輸
入
さ
れ
た
。
匈
奴
大

宛
征
伐
１
　
電
原
隆
乏
の
後
｡
'
a
j
受
匝
だ
昭
帝
の
始
元
二
年
ヽ
田
廣

９
り

□
‘

ら
し

は
器
州
の
吏
民
を
伐
ち
畜
産
十
五
萬
節
頭
を
狸
て
補
っ
た

嘔
爾
馬
は
辛
武
賢
が
莞
を
討
つ
前
武
坪
張
披
・
酒
泉

カ
・
面
で
屈
竃
馬
に
用
ぴ
ら
れ
三
十
日
の
食
、
即
が
米
二
解
吽
斗

禽
八
解
を
負
は
さ
れ
た
が
、
気
候
の
寒
い
の
Ｉ
馬
糧
の
不
。
足
で

や
せ
盃
も
の
か
多
・
く
、
性
能
に
お
い
て
裳
古
馬
に
及
ば
た
か
っ

な
様
で
あ
る
。

　
　
　
　

｀

　

五
‘

　

羊
は
現
在
蒙
古
人
の
生
活
に
密
接
な
親
縁
開
係
を
保
ち
、
草

　

ち

　
　
　
　
　
　
　

″

　
　
　

一

　
　
　
　

一

原
は
ｍ
畜
に
４
　
を
、
家
畜
は
人
間
に
食
衣
住
ｐ
生
活
１
　
糾
を
具

へ
、
人
間
は
草
原
を
保
護
し
耕
さ
寸
に
お
く
と
い
ふ
人
団
と
自

然
と
の
基
本
開
係
に
尹
い
て
最
乗
要
の
家
畜
で
あ
る
。
敬
司
交

揃
士
の
。
凋
途
に
は
睨
ら
な
い
が
、
、
日
常
予
和
気
生
活
に
玉
い
て

肉
、
乳
、
毛
皮
等
の
供
給
者
で
あ
り
飼
育

求
め
て
や
せ
て
水
の
乏
し
い
放
牧
地
を
遠
ぐ
ま
で
あ
さ
ｂ
に
尹

俯
し
そ
の
餅
床
戸
價
の
基
準
に
な
つ
ｔ
ゐ

　

ｐ

　

、

　
　

’
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

回
教
～
馬
牛
に
戮
力

①る
。
緬
羊
は
牧
草
を

ぐ
と
か
牛
羊
野

、
－
し
と
さ
れ
て
ゐ

加貧
ふ
と
い
士

　

牧
羊
に
よ
り
致
富
し
か
著
例
は
孔
叢
子
に
見
え
良

書
０
ト
九
と
で
あ
る
い
董
仲
紆
の
對
策
中
に
高
位
富
貴
０
家
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

奴
婢
牛
羊
田
宅
を
多
く
有
す
る
と
述
べ
て
を
り
、
諸
人
の
列
傅

に
幼
時
又
は
貧
賤
の
９
　
羊
を
牧
し
か
記
事
が
言
見
す
七
。
７
ぱ
古

　
４
心
付
華
ざ
に
が
い
壮
牧
羊
が
杵
月
的
で
あ
っ
た
こ
と
戸
示

　

す
。羊

肉
の
食
用
は
貴
賤
元
通
じ
て
盛
ん
で
い
秦
皮
の
時
犀
―
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　

／

　
　
　
　
　
　
　

④

　
　
　

唐
、
舎
飼
す
る
’
に
し
て
も
飼
料
の
開
係
で
牛
と
脇
向
さ
せ
る
の

が
好
都
合
で
あ
る
。
か
く
合
理
的
に
老
べ
て
ゐ
た
か
否
か
は
別

峰

　

｀
と
も
’
て
｀
八
代
庫
｀
族
゜
間
で
島
傷
菌
皆
蒜
釧
は
れ
ご
蜜
鐙

に
羊
酒
を
賜
ふ
例
は
牛
・
雛
に
比
し
頻
繁
で
あ
り
、
民
間
で
も
’

回
答
に
用
ぴ
か
一
例
は
詐
の
１
　
邑
の
譲
民
が
同
月
に
生
れ
九
劉

邦
と
朧
総
と
の
二
人
の
家
に
羊
酒
を
持
參
し
た
と
い
ふ
話
で
あ

司
’
』

　
　
　
　

’
・

ろ
。

　
　
　
　
　
　

’

羊
皮
は
襄
、
即
斗
。
古
代
漢
人
の
冬
季
の
衣
４
と
し
て
普
及
し

て
ゐ
た
。
趙
節
子
０
言
っ
た
千
羊
の
皮
け
ヅ
ー
狐
の
肢
に
如
か
す

と
は
む
し
ろ
前
者
の
有
用
性
を
示
す
と
街
ふ
べ
く
、
百
里
屍
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑧

　

～

話
は
羊
皮
。
の
貨
幣
的
用
途
を
物
語
る
。

　

犠
牲
と
し
て
羊
は
牛
深
と
共
は
三
牲
、
琢
と
共
に
二
牲
に
敦
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑨

へ
ら
れ
、
暇
祭
に
羊
三
百
頭
を
用
０
　
た
馬
光
の
例
が
あ
る
。
叉

婚
儀
の
際
菌
が
賜
ら
れ
ろ
風
習
ぱ
隋
以
来
あ
り
、
‘
晋
代
に
は
羊

-27



演

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

牧
令
の
官
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
頃
の
山
一
料
を
見
る
と
江
南
に
訃

い
て
も
羊
が
多
く
訓
ぼ
れ
で
ゐ
た
様
で
あ
る
。

　

豚
は
古
来
農
家
０
川
高
と
し
て
肉
食
供
給
の
重
要
資
沁
と
さ

れ
た
。
啄
・
屍
は
同
流
に
川
ぴ
ら
れ
阪
は
仔
を
指
す
。
孟
子
害

心
章
句
上
に
よ
昴
と
五
畝
０
宅
・
百
欲
０
田
を
府
す
ろ
小
爪
で

も
五
母
雛
・
二
母
宛
を
布
す
る
の
が
八
‥
通
で
あ
っ
た
。
豚
は
近

東
・
細
鮮
に
か
け
て
多
く
釧
養
さ
れ
、
－
蒙
古
族
と
は
加
州
係
だ

が
宍
ン
グ
ー
ス
飲
と
に
詞
密
で
あ
り
、
公
孫
弘
が
家
寂
し
く
海

上
に
豚
を
牧
し
た
ご
と
。
は
匝
の
分
布
が
東
北
方
而
に
か
っ
沁
こ

　
　
　
　

９
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

と
を
示
す
。
固
槙
柏
も
後
胆
ま
で
存
在
し
、
上
林
苑
に
に
１
　
笛

が
棲
ん
で
ゐ
た
。
宜
帝
０
時
の
勃
海
太
守
加
佐
は
孟
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑨

に
た
ら
ぴ
百
姓
ｏ
家
毎
に
こ
捺
蹴
万
谷
靴
養
は
せ
た
。

の
理
詰

豚

肋
は
括
Ｉ
‥
と
搦
せ
ら
札
車
を
泌
か
に
す
る
の
に
川
ぴ
ら
れ

　
　
　
　
　
　

六

ﾍﾟ几

　

牛
は
農
業
特
に
票
耕
と
の
開
係
に
翁
い
て
爪
硯
さ
れ
る
が
、

恐
ら
く
西
方
り
未
だ
乳
を
飲
行
風
習
の
な
か
つ
た
民
族
か
ら
輸

入
さ
れ
た
富
時
は
綬
川
と
さ
れ
、
肉
・
乳
の
利
川
は
考
へ
ら
れ

　
　
　
　

①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐

た
か
つ
竹
中
國
で
は
牛
は
用
布
と
し
て
よ
り
も
役
畜
と
し
て

耕
起
・
禁
地
・
覆
土
・
鋲
雌
・
壇
上
及
び
脱
穀
ふ
佃
白
・
製
粉
・

揚
水
・
濯
漑
及
び
牽
引
・
駄
賊
・
乗
用
に
供
せ
ら
れ
バ
馬
屑
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。
Ｏ

に
劣
ろ
が
大
肥
大
～
に
に
る
農
誹
能
力
を
有
す
る
。
綴
代
中
國
各

地
で
胴
養
こ
れ
ら
牛
片
Ｉ
］
巾
に
・
水
子
・
ヤ
ク
・
瘤
牛
の
各
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③

は
次
代
脱
に
記
録
に
上
っ
て
ゐ
る
が
、
草
北
０
小
１
　
地
帯
が
囚

家
の
中
心
で
あ
っ
た
故
に
こ
こ
で
問
題
に
た
る
０
は
普
通
ｏ
家

牛
、
（
黄
牛
）
一
札
で
あ
る
。

　

梨
誹
の
坦
源
は
題
く
と
も
徴
囚
水
期
で
あ
る
。
武
帝
の
代
に

捜
某
都
尉
赳
過
は
代
田
法
を
考
案
し
、
一
畝
に
三
〇
・
ウ
（
溝
）

か
。
。
作
り
二
珊
土
を
充
分
に
し
夙
と
子
ぶ
‥
と
に
堪
・
へ
し
め
、
毎
年

杭
付
地
を
更
林
し
こ
れ
を
代
田
と
名
っ
け
た
。
従
米
の
綬
川
に

比
し
収
㈹
を
高
め
得
た
が
、
こ
れ
に
は
二
牛
を
使
役
し
三
人
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

作
業
ず
る
椙
早
を
川
０
　
た
。
二
千
石
は
令
長
三
老
力
川
以
下
足

具
を
指
圖
し
浙
式
川
器
た
る
釧
や
桁
を
製
し
代
田
法
の
背
及
に

努
め
た
。
し
か
る
に
耕
手
不
足
の
昏
、
例
へ
ば
平
都
で
は
人
間

が
専
ら
早
々
勅
く
有
様
で
あ
っ
た
。
と
も
か
く
こ
の
法
け
追

城
・
河
東
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
⑤

即
ち
‐
本
の
厦
量
仰
に
直
す
と
Ｉ
畝
常
り
六
升
を
増
１
　
し
た
。

　

そ
の
・
後
耕
牛
使
川
の
有
利
が
詔
識
さ
れ
て
き
た
。
昭
帝
の
時

逡
匹
の
・
屯
田
民
に
は
皆
早
牛
を
皿
ハ
ヘ
雌
｛
（
顧
税
）
す
る
勿
ら

し
め
０
　
前
掲
の
屈
途
は
励
海
心
民
り
刀
銀
を
回
ら
せ
牛
犠
を

買
は
せ
、
治
安
を
確
保
す
る
と
北
ハ
に
大
い
に
穀
作
・
１
　
畜
・
園

-

　　　

Ｏ

ヴrW
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語
を
奨
励
し
た
。
王
莽
の
始
建
國
五
年
、
新
任
０
荊
州
牧
費
興

は
、
施
政
方
針
を
述
べ
「
荊
揚
の
民
は
漁
業
と
園
蔚
と
を
業
と

す
る
が
、
六
莞
０
法
に
よ
り
山
洋
に
税
が
か
け
ら
れ
た
の
と
い

旱
害
の
焉
に
苦
」
み
疸
賊
に
な
つ
て
ゐ
る
・
自
分
が
赴
祗
し
た

ら
告
示
し
て
田
里
に
還
ら
せ
、
輦
牛
種
食
を
か
し
租
賦
を
軽
く

し
安
心
さ
せ
よ
う
」
と
王
莽
ｏ
統
制
経
済
を
批
判
し
た
か
ど
で

免
官
さ
れ
如
し
か
し
牛
耕
の
利
谷
は
桟
漢
に
た
る
と
更
に
彊

こ
ヽ
詔
め
ら
れ
、
絞
漢
書
五
行
志
、
に
厦
よ
牛
疫
・
り
災
害
を
論
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑨

ゐ
る
の
は
そ
の
反
誰
回
あ
る
。
劉
般
０
行
っ
た
匹
技
法
は
牛
不

足
に
對
處
す
る
恰
言
あ
つ

勺⑩

　

和
帝
の
永
元
十
六
年
に
三
府
掻
を
充
腫
徐
翼
四
州
０
草
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐

　
　
　
　
　

四

犬
平
野
に
派
遣
し
、
貧
仙
に
掌
牛
を
。
買
ふ
費
用
を
給
し
た
。
建

ご
初
八
年
匝
江
太
守
と
な
つ
万
王
最
ば
囃
と
共
に
掌
耕
を
教
へ

荒
地
を
開
墾
し
食
糧
不
足
を
解
決
し
た
。
吏
に
九
賀
太
守
任
延

は
こ
の
地
の
夷
民
ｏ
焼
畑
耕
作
と
狩
猟
生
活
を
改
め
て
牛
耕
と

戮
製
農
1
1
　
使
卸
斟
教
へ
、
゛
従
来
穀
物
の
供
給
を
交
０
　
に
仰
い
で

　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　

⑩

　

ゐ
た
状
態
を
な
く
し
た
。
華
北
０
秀
作
地
１
　
０
技
術
的
必
要
か

　

ｙ
盛
ん
に
な
つ
た
牛
耕
は
後
漢
一
代
の
躇
に
に
華
中
以
南
に
及
び

’
「
江
淮
の
猛
獣
あ
る
は
勁
北
土
の
賠
豚
あ
る
が
如
し
に
’
と
い
は

　
　
　
　
　
　
　

⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

七
れ
て
ゐ
た
地
方
も
開
然
進
み
次
代
の
富
源
の
基
を
な
」
万
。
建

l｝

武
二
十
九
年
會
稽
太
守
第
五
倫
は
淫
祀
に
牛
を
犠
牲
と
す
る
風

習
を
銀
禁
し
た
が
、
こ
れ
は
耕
牛
保
護
の
目
的
に
出
で
た
も
の

／

　
　

⑩

　
　
　
　

‐
‐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

で
あ
る
。
揚
子
江
流
域
の
開
登
ば
か
帽
栽
培
の
普
及
と
な
り
ヅ

こ
れ
に
ぱ
牛
耕
よ
か
も
む
１
　
ろ
治
水
流
漑
が
重
要
で
あ
り
、
次

φ
六
朝
将
代
に
た
る
と
苓
北
ｏ
黍
探
察
栽
培
と
並
ん
で
稲
米
が

江
南
に
お
い
て
漸
次
炭
額
を
増
し
て
き
た
。
！
れ
は
岡
崎
博
十

が
唱
説
さ
れ

も
の
で
あ
る

゜⑩ﾌﾞと

　

如

く
中
國
人
文
の
費
途
０
　
重
要
に
契
機
を
た
す

　

牛
は
農
聊
以
外
に
運
輪
の
重
号
于
段
で
あ
っ
た
。
貨
殖
傅
拡

　

拍
車
百
米
・
牛
車
千
雨
り
語
あ
り
、
民
問
で
は
鴨
作
よ
、
り
牛
車

｀
が
多
か
っ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
茂
陵
の
富
人
絃
数
百
千
り

　

牛
車
を
有
す
る
者
が
あ
り
、
昭
令
急
崩
の
際
、
大
司
爰
は
民
問

　

０
牛
卓
三
萬
田
を
一
車
干
読
０
借
貨
を
以
て
借
用
し
副
非
品
迦

　
　
　
　
　
　

⑥

　
　

ｉ

　

搬
砿
供
し
た
。
人
民
が
租
穀
を
官
府
に
漑
ぶ
０
に
も
大
家
は
牛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘

　

⑩

　

車
に
よ
り
小
家
ぱ
扁
に
價
ぐ
の
が
常
で
あ
っ
元
。
牛
を
所
有
す

る
の
は
中
農
以
上
で
あ
り
、
官
府
が
橋
勁
道
路
墳
訪
っ
修
造
等

土
木
工
事
を
行
ふ
時
に
厘
Ｉ
八
有
の
牛
を
徴
登
し
か
。
軍
隊
の

帽
重
の
篤
に
耕
牛
を
微
分
し
、
時
に
は
戦
車
を
帆
か
せ
る
七
と

　
　
　
　

④

も
あ
っ
た
。

　

馬
は
官
の
・
物
、
牛
は
民
０
物
と
い
ふ
観
念
が
で
き
て
ゐ
勁
。
’

翻-
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黄
憲
は
牛
啓
０
兄
で
貧
賤
０
生
れ
を
蔑
ま
れ
て
ゐ
た
。
退
職
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

色

　
　
　
　
　
　
　

’

吏
が
車
馬
を
栞
て
牛
車
に
乗
っ
か
話
が
あ
る
。
即
ち
馬
を
有
す

る
と
否
と
は
貧
富
り
匝
別
と
い
ふ
よ
り
も
貴
賎
０
等
差
で
あ
っ

た
。
総
武
帝
吊
五
胡
０
劉
曜
が
商
人
望

あ
る
こ
と
で
あ
・
る
。
民
問
の
馬
訓
育
は
治
安
り
崇
れ
る
場
合
に

は
匪
賊
に
利
川
さ
れ
る
恐
が
あ
る
こ
と
は
滑
倒
０
紹
令
を
待
つ

迄
も
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。

　

牛
肉
０
食
川
も
王
公
官
僚
の
特
価
と
も
い
ふ
べ
く
、
漢
官
俄

に
は
大
将
軍
三
公
は
膿
祭
に
牛
肉
二
百
斤
等
を
賜
ぴ
、
大
ほ
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

罷
冒
。
鯛
側
官
吏
り
祥
服
等
り
場
合
に
１
　
酒
を
㈲
は
る
‘
國

宅
の
に
典
や
行
幸
０
際
に
人
民
に
牛
酒
を
賜
る
の
は
そ
０
鳶
こ

　
　
　
　
　
　

谷

ぼ
れ
に
過
ぎ
す
二
示
圖
り
悟
性
以
外
に
民
間
川
㈹
で
牛
を
諧
る

こ
と
は
従
に
盛
ん
に
行
ば
れ
て
ゐ
た
が
政
府
ｏ
是
詔
す
る
所
で

　
　
　

し

な
か
っ
た
。
武
将
が
士
卒
ｏ
男
気
を
蚊
舞
し
戦
争
中
ｏ
給
長
を

厚
く
す
る
稲
に
牛
肉
を
饗
す
る
こ
と
は
一
般
的
で
あ
つ

た給

が合席

首
通
り
誤
民
ぱ
経
済
上
も
爪
特
忽
家
南
を
殺
す
こ
と
は
め
っ
た

に
無
か
っ
た
と
思
は
れ
る
。

　

こ
れ
に
反
し
宮
廷
で
０
牛
肉
消
茸
信
太
常
郷
に
威
１
　
る
大
宰

令
が
宰
工
鼎
俎
饌
其
９
物
を
掌
り
、
言
司
晨
に
隔
了
る
配
帳
令

が
祭
祀
０
犠
牲
圃
驚
の
砺
を
’
、
少
府
卿
に
属
ア
る
大
官
令
が
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○

廷
の
飲
食
を
御
す
る
こ
と
を
夫
々
掌
つ
て
ゐ
た
。

　

民
閻
で
は
牛
を
貸
借
に
利
川
し
あ
ぴ
、
牛
盗
は
農
村
０
犯
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

の
尤
な
る
浙
で
あ
っ
勁
。
牛
の
用
途
は
威
く
牛
皮
は
軍
船
に
川

　
　
　

⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤

ひ
ら
れ
、
牛
黄
は
貴
重
築
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

七

　

漢
代
の
家
畜
り
人
文
と
相
ぬ
す
る
稲
々
り
方
面
や
あ
ま
り
重

要
で
た
い
種
類
に
つ
い
て
は
記
し
能
し
た
隔
は
少
く
な
り
。
痙

と
犬
と
が
食
川
に
聯
せ
ら
れ
る
外
に
、
曖
楽
川
に
釧
は
れ
帥
洙

や
狗
馬
が
王
侯
貨
族
り
趣
味
生
活
を
賑
か
に
し
て
ゐ
た
こ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③

漢
代
風
俗
胆
０
一
面
で
あ
・
る
。
即
傅
り
制
度
と
馬
脆
り
使
川
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ

　
　
　
　
　
　

｀

つ
い
て
拡
珊
ん
ど
眉
略
に
従
っ
洵
。
畜
力
利
川
の
馬
排
ツ

や
石
米
に
牛
馬
屁
嶋
を
川
ぴ
機
卵
を
動
か
す
こ
と
は
後
涜
時
代

０
技
術
公
述
よ
上
注
意
さ
れ
る
　
０
驚
・
貼
等
家
萬
り
伽
養
も
介

在
し
七
ゐ
た
が
、
こ
れ
は
南
側
に
た
る
と
三
災
の
水
郷
で
盛
ん

に
な
り
史
書
に
頻
見
す
る
様
に
た
る
・
。
産
業
・
技
術
胆
０
面
か

ら
見
七
も
漢
代
が
ら
Ｉ
ハ
朝
へ
０
推
移
は
極
め
て
注
目
す
べ
き
も

０
が
あ
り
、
人
力
を
主
と
し
た
古
代
的
水
準
か
ら
バ
畜
力
と
水

力
を
工
業
的
に
利
川
す
る
段
階
に
進
ん
だ
。
ぶ
車
利
川
は
中
火

ア
ジ
ア
に
始
り
西
紀
三
世
紀
に
ロ
ー
マ
及
び
中
國
に
傅
は
り
、

従
っ
て
甘
扇
万
面
に
先
づ
流
行
し
た
。
叉
こ
０
方
４
　
ド
ら
畜
力

W φ30芦ｆＷ
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詐
ゆ
た
か
に
供
給
さ
れ
、
中
原
人
口
減
少
に
よ
る
生
産
力
低
下

を
４
　
ふ
を
え
た
Ｉ
。
こ
れ
が
政
策
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
ぶ

均
田
法
を
行
っ
た
北
朝
に
お
い
て
で
あ
る
。
中
世
へ
０
進
行
は

中
國
祀
會
内
部
の
登
展
０
外
に
そ
０
外
部
へ
と
釧
大
し
た
結
果

で
あ
る
’
。
し
か
る
に
こ
の
東
洋
的
世
界
０
進
歩
は
内
に
合
む
異

質
的
な
勢
力
の
た
え
ま
な
き
争
ひ
０
八
め
に
さ
ま
た
げ
ら
れ

た
。
家
畜
の
利
用
も
主
と
し
て
軍
用
に
む
け
ら
れ
、
生
産
的
収

た
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

｀

　
　
　
　
　
　

ｙ

／
騎
馬
戦
の
長
所
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
が
、
例
へ
ば
光
武
帝

の
中
興
は
幽
翼
井
三
州
（
に
騎
兵
り
力
に
頼
る
所
多
く
、
叫
純
・

寇
恂
ら
諸
粁
は
そ
の
私
鳥
を
俯
に
献
じ
て
忠
誠
を
謡
っ
た
。
し

ぷ
し
漢
族
の
内
原
時
代
に
は
國
内
馬
匹
の
泊
耗
は
納
給
に
ま
さ

　
　
　
　
　
　

‘

　
　
　

Ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑧

り
、
騎
兵
の
款
は
歩
兵
に
比
し
か
な
り
少
く
な
っ
て
ゐ
る
。
よ

ん
ど
こ
ろ
な
く
馬
匹
と
一
締
に
夷
秋
兵
士
を
募
集
し
て
除
伍
に

編
制
す
る
。
光
武
帝
が
河
北
の
諧
賊
を
平
定
し
た
０
は
奥
漢
・
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑦

敬
介
二
将
が
幽
州
十
郡
の
突
騎
を
・
波
し
た
成
果
で
あ
る
。
漢
族

の
で
弱
化
が
兵
制
０
蛙
化
に
も
現
れ
て
を
町
来
る
べ
き
五
胡

諸
國
０
撞
頭
を
兆
す
。
三
國
以
後
０
内
応
で
牛
馬
共
に
減
少
し

な
阿
へ
、
無
敷
０
畜
群
を
伴
ぴ
侵
入
し
た
北
魏
王
朝
は
馬
を
以

ｔ
兵
備
を
充
か
す
’
ヽ
と
共
に
官
牛
を
民
間
に
放
副
し
ヽ
人
口
減

少
に
よ
る
努
働
力
不
足
を
袖
ひ
耕
十
便
用
を
勧
め
た
。
均
田
法

に
お
い
て
牛
０
授
川
額
を
定
め
た
ツ

尤
も
午
耕
の
奨
岫
は
曹
松
・
孫
轍
・
杜
撰
の
屯
田
法
に
お
い
て

見
ら
れ
る
所
で
あ
り
、
か
つ
追
采
以
後
に
か
い
て
も
食
貨
志
な

ど
０
記
述
に
よ
く
で
て
く
る
。
た
だ
こ
こ
で
も
強
く
感
ぜ
ら
れ

る
０
ぽ
中
國
設
業
紅
済
に
お
け
る
公
述
制
止
作
用
ク

似
事
象
ｏ
向
上
性
な
き
回
隔
と
で
あ
る
。
こ
０
原
囚
に
つ
い
て

は
中
国
良
業
祀
合
内
部
と
共
に
、
遊
牧
比
合
と
ｐ
開
係
を
考
胆

す
う
ぎ
で
あ
ら
う
が
バ
そ
れ
は
も
と
よ
り
こ
こ
で
扱
ひ
う
る
こ

と
で
は
た
い
。
（
完
）

　

註

　
　
　
　

四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　
　

の

　

優
藤
十
三
男
氏
影
・
ル
恥
・
グ
ル
ー
ゼ
「
ア
ジ
ア
遊
牧
民
放
史
」

　
　
　

序
文
は
こ
の
意
圖
を
示
し
て
ゐ
る
。
叉
満
餓
調
査
部
「
北
な
ら
ａ

　
　
　

業
紹
済
」
後
蕗
回
ぬ
氏
絹
諏
オ
ー
Ｉ
｝
・
ラ
テ
ィ
モ
ー
ア
「
た
望

　
　
　

七
那
と
遊
牧
民
族
」
參
照

　
　

の

　

著
名
な
る
は
燕
の
昭
王
と
郭
ク
ワ
イ
の
話
。
（
史
記
熟
世
家
）
漢

　
　
　

代
以
後
に
も
散
見
す
る
。
没
書
六
二
貿
拍
之
袖
。
後
浜
書
九
五
・

　
　
　

段
ヶ
イ
愕
。

　
　

③

　

馬
取
引
乃
興
味
あ
る
祀
毎
に
漢
書
七
六
・
趙
回
旋
侭
に
彼
が
鈎

　
　
　

距
の
法
に
よ
り
狗
羊
吽
の
惧
を
４
　
酌
し
馬
恒
の
沢
賤
を
按
七
た
こ

　
　

。
と
か
あ
る
。
馬
商
人
こ
例
に
劉
祀
の
畢
兵
を
廓
匝
た
中
山
の
張
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世
平
・
蘇
雙
で
あ
る
。

④

　

後
漢
書
五
四
・
馬
授
傅
、
馬
式
を
立
て
る
こ
と
は
武
帝
が
大
宛

　

馬
の
象
を
宦
者
署
の
魯
班
門
外
に
立
て
た
先
例
が
あ
る
。
（
玉
海

　

引
三
妬
費
目
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

④

　

グ
ル
ー
セ
「
ア
ジ
ア
ー
遊
牧
に
放
史
」
出
石
誠
・
彦
氏
「
天
馬
考
」

　

こ
竹
那
紳
話
笥
説
の
研
膠
）
余
心
錫
「
漢
武
代
大
宛
活
改
良
馬
政

　

考
」
〃
輔
仁
學
誌
九
ノ
二

④

　

前
漢
書
五
五
・
衛
営
傅
。
彼
？
田
塞
の
時
十
四
萬
。
隔
あ
っ
た
馬

　

は
入
塞
の
時
三
萬
ぷ
に
満
た
な
か
っ
た
。

⑦

　

漢
書
九
四
上
・
匈
奴
結
・
八
穴
帝
紀

⑧

　

躊
方
貞
亮
氏
一
。
家
畜
起
源
論
」
（
農
業
経
泌
研
究
昭
一
八
ノ
四
）

　

同
氏
著
「
日
本
家
畜
史
」

⑨

　

古
代
未
開
人
の
食
／
に
っ
い
て
は
大
山
柏
氏
「
基
礎
史
前
學
」

　

ツ
ン
グ
ー
ス
に
つ
い
て
は
シ
ロ
コ
ゴ
ル
フ
・
「
北
方
ツ
ン
ダ
ー
人
の

　

蔀
介
松
成
」
（
東
亜
研
究
叢
書
。
川
久
保
悌
郎
・
田
中
克
已
氏
み
）

⑩

　

後
漢
書
一
一
五
・
東
夷
列
傅
。

⑨

　

漢
書
九
四
上
・
佃
奴
結
。
江
上
波
夫
氏
「
匈
奴
の
飲
食
物
に
就

　

き
て
」
（
京
洋
學
樅
二
〇
ノ
ニ
）

　
　
　
　
　
　

・

⑩

　

同
右
。
王
莽
の
時
の
敲
尤
の
言
に
す
る
と
一
兵
士
一
日
の
ロ
松

　

は
掲
（
ほ
し
ひ
）
六
升
で
お
り
、
米
な
ら
趙
充
同
傅
等
に
よ
り
九

　

升
で
あ
る
が
、
そ
れ
か
ら
計
算
す
る
と
両
度
１
　
せ
て
三
萬
人
一
月

　

の
食
に
富
る
。

⑩

　

後
漢
書
匈
奴
傅
・
西
完
傅
。
漢
帝
国
の
崩
壌
と
氏
光
族
の
役
割

　

ｙ
は
重
大
な
関
係
が
あ
・
り
前
秦
の
華
北
統
一
が
Ｉ
の
結
末
で
あ
る
。

⑩

　

東
亜
研
究
所
編
「
青
海
概
況
」

面

　

西
差
仏
砂
詳
し
い
Ｉ
記
事
か
ら
拾
ふ
と
、
建
式
十
一
年
総
長
は
心

　

牛
羊
萬
能
、
｀
そ
の
後
。
馬
防
に
牛
羊
十
萬
、
馬
賢
に
建
光
元
年
牛
４
　

　

十
萬
、
陽
嘉
四
乍
馬
牛
羊
１
　
萬
、
永
和
同
価
馬
Ｍ
羊
十
萬
を
え
。

　

雌
Ｉ
一
一
年
、
趙
冲
は
牛
羊
馳
十
八
萬
、
建
臣
元
年
、
衛
瑶
は
牛
馬

　

羊
二
十
傑
萬
を
え
、
北
こ
れ
に
ょ
と

⑩

　

魏
志
二
六
・
田
扨
仰
。

⑥

　

文
帝
十
二
平
瓦
錨
の
上
言

㈲

　

認
咄

　
　

武
帝
紀

⑩

　

川
右

⑩

　

僥
Ｉ
昭
毎
紀
捉
セ
ウ
註

⑤

　

前
漠
書
七
・
昭
帝
紀
始
元
五
年
の
條
詣
セ
ウ
註

⑩

　

円
右

⑩

　

Ｍ

　

九
元
帝
紀

⑩
、
円
右

⑩

　

同

　
　

景
帝
紀

⑩

　

後
漢
書
安
帝
紀

⑩

　

同

　
　

西
南
夷
傅

○⑩④③⑦①

漢
書
七
・
昭
帝
紀

没
書
六
九
・
趙
充
圓
結
。
’
叉
張
ケ
ン
悟
り
服
皮
註
。

五米
内
山
庸
夫
氏
「
蒙
古
草
原
」

Ｉ
レ
・
Ｉ
ボ
ー
「
農
業
縄
菅
細
流
學
」

國
語
声
諮
、
管
子
の
言
。
後
漢
書
帝
紀

　

’

ト
式
の
晨
既
は
史
毘
平
脈
書
・
漢
書
食
貨
志
・
同
五
八
・
卜
式

悩
に
見
え
る
。

－ヽ3し，･
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④

　

牧
羊
の
例
は
漢
書
七
六
・
五
王
尊
傅
、
呵
三
｛
・
項
羽
傅
（
嗅

　

凪
孫
心
）
同
三
六
・
淮
南
王
安
傅
等
に
見
え
４
．
左
傅
宜
公
二
年

　

鄭
伯
肉
祖
し
羊
を
Ｆ
い
て
臣
僕
と
な
!
ｆ
ｉ
＞
J
と
を
示
し
た
の
は
牧
羊

　

が
賤
者
の
役
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
後
漢
書
七
八
・

　

揖
＊
傅
に
彼
が
涼
州
に
諭
せ
ら
れ
て
ト
相
エ
と
な
り
羊
を
吸
し
て

　

ゐ
た
の
も
同
じ
い
。

④
‘
。
例
へ
ぱ
秦
始
皇
三
十
一
年
、
人
民
に
里
毎
に
六
石
米
、
二
羊
を

　

賜
っ
た
。
左
傅
回
公
五
年
杜
恒
注
に
羊
は
賤
官
の
食
と
い
ふ
。

　

叉
漢
書
。
七
二
’
・
哭
志
〕
二
朱
然
筧
云
ふ
迄
も
々
’
ヽ
ヽ
牛
鳳
と
は

　

牛
肉
と
酒
と
を
い
｀
ｙ
ｔ
、
牛
乳
を
か
｀
も
し
た
酒
で
は
な
い
。
江
上

　

氏
（
前
腕
）
の
引
か
れ
た
李
陵
傅
の
場
合
も
ア
イ
ラ
ン
と
解
し
な

　

く
て
も
よ
い
と
思
ふ
。
雛
酒
を
賜
ふ
例
は
魏
志
一
八
・
典
章
傅
。

　

後
漢
書
八
Ξ
・
徐
秤
傅
。

の

　

漢
書
九
二
・
廬
７
ン
傅

⑧

　

羊
表
の
こ
と
は
前
掲
「
支
那
に
代
風
俗
乎
物
考
」

　
　
　
　

‘

④

　

後
漢
１
　
七
〇
・
馬
光
帖
・
漢
書
郊
祀
志

⑩

　

晋
書
膿
志
、
引
鄭
氏
婚
物
賛
。

⑨

　

晋
書
五
行
志
。
建
康
官
給
七
。
八
。
晋
書
Ｑ
四
四
桓
沖
傅
に
彼

　

が
母
の
病
を
治
す
の
に
羊
が
い
る
の
で
、
冨
々
る
羊
主
に
質
と
な

　

っ
た
こ
と
を
の
せ
る
。

⑥

　

史
記
一
二
一
・
公
孫
弘
傅
。
Ｘ
後
漢
書
一
コ
ー
下
梁
鴻
傅
｛
上

　

林
苑
申
に
牧
聚
｝
ツ
ン
グ
ー
人
の
民
族
名
が
ト
ル
ヲ
語
の
豚
か
ら

　

来
た
と
さ
れ
る
。
匈
奴
に
は
仝
く
豚
は
な
い
。
描
鬘
・
禰
等
は
豚

　

の
飼
育
｛
特
に
盛
ん
で
あ
る
。

⑩

　

漢
書
一
二
二
・
郵
都
傅

＠

　

漢
書
八
九
循
吏
・
賤
逞
傅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　

‐

　
　
　
　
　
　
　

ｆ

⑩

　

史
記
四
六
・
田
敬
伸
傅
の
淳
于
Ｊ
ソ
の
語
。
叉
抱
婁
族
で
は
冬

　

期
に
は
ぶ
た
の
膏
を
身
に
塗
ｔ
寒
気
を
凌
ぐ
。
（
後
漢
書
東
夷
傅
）

　
　

六

　
　
　
　
　

ヽ

①

　

ワ
グ
ナ
ー
「
巾
國
農
書
」
下
巻
家
畜
飼
育

④
。
臨
餓
調
首
部
「
北
支
那
の
農
業
と
紗
済
」
劉
行
誠
「
中
國
耕
牛

　

㈹
愚
」
（
上
海
興
亜
院
の
邦
詳
支
那
の
耕
牛
問
題
に
ょ
る
）

③

　

ワ
グ
ヤ
ー
前
掲
書
に
よ
る
と
中
國
の
串
■
*
r
ｄ
家
牛
（
即
ち
普
逞
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
Ｆ

　

－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

χ

　

’
で
黄
牛
と
呼
ば
れ
る
）
瘤
牛
令
>
!
･
牛
）
水
牛
・
ヤ
タ
に
分
類
し
て

　

ゐ
る
。
水
牛
は
沈
牛
・
１
　
牛
の
別
名
あ
り
三
國
の
呉
代
に
農
耕
と

　

回
係
し
て
現
れ
る
。
西
南
夷
の
家
畜
は
帖
異
な
も
の
多
く
司
馬
相

　

如
の
遊
社
賦
に
、
庸
（
幇
牛
）
屁
（
蝸
牛
、
黒
色
無
角
）
謨
・
茄

二
判
牛
）
沈
４
　
等
を
記
し
て
薩
良
と
い
ふ
牛
馬
り
飼
料
が
生
へ
て
ゐ

　

る
と
見
え
る
。

④

　

天
１
　
光
之
助
氏
「
作
田
と
匝
田
」
「
北
方
圈
・
ま
徳
一
二
こ
ご

　

武
仙
卿
万
南
北
朝
紹
済
史
」

④

　

漢
書
食
貨
志
、
漢
代
の
一
畝
九
一
四
〇
方
歩
ハ
ー
。
方
歩
―
二
七
・

　

八
五
二
平
方
曲
尺
～
一
・
八
六
畝
（
せ
弱
（
一
せ
日
〇
・
一
六

　

1
　
ｉ
Ｌ
一
１
　
そ
ウ
ｈ
現
代
巾
國
畝
）
で
I
■
ｓ
=
-
、
漢
代
り
一
餅
は
日
本

　

の
一
４
　
一
升
○
１
　
二
勺
に
富
る
・
現
代
口
本
の
反
富
収
獲
平
均
は

　

水
禰
玄
米
二
・
一
石
、
寥
一
・
四
百
ド
菜
黍
一
・
二
石
、
大
豆
○
・

Ｊ

　

八
石
で
あ
る
。
（
日
本
囚
勢
闘
今
）
後
良
代
で
一
畝
の
平
均
収
獲

　

は
三
階
（
後
漠
書
七
八
仲
長
統
傅
）
池
漑
す
れ
ば
十
解
臼
七
Ξ

　

張
％
ｍ
)
　
Ｖ
あ
っ
た
。

④

　

漢
書
七
・
昭
帝
紀
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⑦

　

同
’
八
九
・
屁
溌
誌

⑧

　

認
書
九
九
上
・
王
非
行

⑨

　

五
行
志
に
よ
る
と
切
帝
奥
十
一
八
年
仝
叫
に
、
章
帝
建
初
四
千

　

冬
京
師
に
牛
疫
あ
り
、
明
京
の
交
は
農
業
衰
退
拍
で
あ
っ
た
。

⑩

　

後
漢
書
六
八
・
劉
般
似
、
≒
叉
以
郡
國
牛
疫
。
通
侵
冦
稲
噌

　

耕
。
」
区
田
法
の
説
明
に
氾
胎
之
の
書
に
あ
り
。

⑨

　

同

　
　

右

⑩

　

同

　

一
〇
六
循
吏
・
王
蛍
傅

⑩

　

同

　
　
　
　
　

右
・
任
延
誌

四

　

同

　
　
　
　

七
一
・
宋
均
傅

⑩

　

同

　
　
　
　

七
一
・
第
五
倫
傅

⑩

　

岡
崎
文
夫
博
士

　

支
那
占
代
の
楢
米
稲
作
考
（
小
川
郷
士
滋
暦

　

記
念
史
學
地
理
學
論
叢
・
南
北
朝
に
於
け
る
紅
付
紐
済
制
皮
）

⑥

　

漢
書
九
〇
酷
吏
・
田
延
年
傅

⑩

　

吋

　

五
八
・
兄
寛
傅

⑩

　

後
漢
書
一
一
二
・
韓
康
悟
・
吋
一
一
一
王
聡
悟

⑩

　

延
光
二
半
敦
煌
太
守
張
瑠
の
上
書

⑩

　

後
漢
書
一
一
九
・
南
匈
奴
傅

⑩

　

同
八
三
・
黄
憲
傅

　

同
一
〇
九
下
・
趙
嘩
傅

　

漢
書
六
七
・
朱

　

雲
傅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＼

⑩
同

　
　

破
儀
志
引
漢
官
既
副
書
七
て
平
常
傅
・
賎
八
一
張
鴉

　

傅
。
後
漢
書
七
三
・
何
敞
悟
。
同
五
二
・
劉
隆
傅
。
同
七
三
・
張

　

輔
傅
。
同
一
一
二
上
・
焚
英
傅
。

⑩

　

牛
酒
を
賜
ふ
例
は
文
帝
が
前
三
年
太
直
に
逞
し
、
諸
民
に
里
毎

　

に
牛
酒
を
賜
っ
た
こ
と
ゐ
り
（
漢
書
四
‘
、
昭
帝
元
鳳
二
年
に
吏
に

　

の
牛
酒
を
献
ず
る
者
に
帛
人
０
　
に
一
匹
を
賜
っ
た
。
（
同
七
）
こ
心

　

相
谷
乞
一
例
で
見
る
と
、
牛
肉
に
八
‥
盛
に
は
人
民
の
良
で
な
く
。
Ｉ

　

Ｍ
・
洽
ｆ
や
嶮
・
謁
で
拉
に
征
る
如
く
老
人
の
認
の
栄
養
で
Ｉ
め
っ
八
。

白

　

塩
斌
高
波
不
足
認
に
民
向
？
肉
食
ご
心
り
を
述
べ
、
昔
は
庶
パ

　

は
郷
欧
泗
・
良
圖
祭
川
以
外
に
町
肉
が
な
か
っ
た
心
に
今
で
は
畝

　

無
く
に
殺
し
、
富
者
は
山
川
・
を
余
り
庖
牛
屏
づ
ず
る
徐
忿
非
超
し

　

て
ゐ
る
。
六
朝
に
な
っ
て
も
民
間
祠
廟
の
牛
を
居
る
凪
は
さ
か
ん

　

で
あ
っ
た
。
拙
稿
「
項
剖
の
の
研
究
」
八
本
誌
三
ノ
六
）

⑩

　

後
漢
書
四
七
・
哭
泣
詰
、
Ｍ
上
威
容
帖
。
漢
書
五
〇
・
馮
唐
帖

　

に
。
雲
中
大
守
魏
恟
が
五
日
に
一
度
牛
を
殺
し
質
客
］
単
良
舎
人
に
給

　

し
た
の
で
士
気
振
ひ
、
匈
奴
近
か
ず
と
あ
る
。
け
だ
し
趙
の
学
収

　

に
ま
な
ん
だ
も
の
か
、

Ｏ

　

同
三
五
・
百
官
志

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｊ

⑩

　

同
五
五
・
魯
恭
傅
。
同
占
劉
寛
傅
。
同
一
一
一
・
王
烈
傅
。

⑩

　

三
揃
時
代
の
衝
車
と
い
ふ
戦
車
や
、
赤
壁
の
戦
で
用
ひ
ら
れ
た

　

９
雨
闘
艦
な
ど
牛
皮
を
川
ひ
た
。
（
拙
著
諸
葛
孔
明
）
、
。

⑩

　

後
漢
書
九
四
’
延
篤
仙
。
牛
黄
は
病
気
の
牛
の
謄
中
か
ら
得
る

　

卵
黄
採
の
物
質
で
驚
俯
を
治
し
後
世
良
法
腎
で
賞
用
さ
れ
る
。

　
　

七

①

　

狗
肉
を
食
ふ
凪
は
古
代
Ｑ
方
が
盛
ん
で
、
食
大
の
諮
■
ｓ
=
>
、
良

　

別
火
を
い
み
す
る
。
焚
タ
’
ワ
イ
が
居
狗
者
で
あ
っ
た
こ
と
も
そ
の

　

ａ
嫁
で
あ
・
る
。
難
肉
・
鶏
卵
の
食
用
も
云
ふ
迄
も
な
い
が
、
子
思

　

が
「
こ
卵
を
以
て
干
城
の
蔚
を
拾
つ
勿
れ
」
と
諌
め
た
言
の
う
ら
に
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は
軍
人
が
民
家
り
鶏
を
徴
殺
す
る
烈
し
さ
を
示
し
て
ゐ
る
。

④

　

古
く
は
魯
季
氏
が
ｎ
　
I
n
氏
と
難
を
岡
は
せ
季
は
そ
の
頭
に
介
ご

　

薯
け
ｎ
　
ｉ
s
は
金
距
を
用
ひ
で
勝
っ
た
こ
と
あ
り
。
（
呂
氏
春
秋
察

　

徴
「
汲
記
一
〇
一
袁
ア
ウ
傅
に
彼
が
郷
里
で
闘
難
走
狗
を
好
ん
だ

　

こ
と
、
後
漢
書
六
凧
・
梁
翼
帖
に
、
彼
が
回
鷹
・
走
狗
・
駆
馬
・

　

口
雛
を
好
か
、
兎
苑
を
造
り
兎
を
飼
っ
た
こ
と
、
漢
書
六
二
に
昌

　

邑
王
が
済
陽
市
で
長
暗
難
を
得
た
ご
と
等
が
あ
る
。
戈
獄
狗
馬
を

　

好
友
な
い
劉
安
な
ど
は
逍
裂
坦
昧
に
ひ
回
り
Ｉ
鈴
金
術
な
ど
に
凝
る

　

わ
け
に
な
る
。

(丿④

　

桧
祀
冶
氏
［
巾
同
郵
服
答
追
史
］
等
今
照
。

　

ゼ
井
紅
夫
氏
「
支
那
技
術
史
に
於
け
る
水
力
匿
題
」
（
東
亜
問

氾
十
）
同
氏
「
支
那
の
水
車
」

　

（
加
蔀
詰
士
町
暦
紀
念
東
洋
史
集

誕
）
魏
志
二
四
・
韓
蛭
・
傅
・
蜀
志
八
・
許
靖
傅
（
以
馬
磨
自
給
）

Ｇ

　

後
漢
書
五
三
皆
目
惇
。
川
五
一
・
駄
純
帖
。
回
ヽ
叩
六
二
尨
恂

　

傅
。
（
彼
は
馬
。
二
千
匹
を
有
す
る
上
谷
の
よ
放
で
あ
る
）

　
　

。
。

④

　

岑
対
（
Ｍ
四
七
）
が
昂
を
討
フ
時
は
歩
兵
六
萬
に
討
し
騎
五
千

　

疋
で
お
っ
だ
。
三
閥
輿
に
な
る
と
一
部
隊
の
指
狸
寝
は
兵
二
千
騎

　

そ
十
と
い
ふ
の
が
定
刻
で
あ
っ
た
。
（
呉
志
八
程
普
傅
等
）

①

　

後
漢
書
四
を
・
哭
漢
傅
。
。
同
四
九
・
駄
鼻
悩
。
同
一
、
光
武
留

　

紀
笠
に
突
啖
の
活
緊
が
見
え
る
。

中
國
中
世
に
お
け
る
印
度
的
な
も
の

　

宋
書
及
南
史
袁
架
帖
に
彼
が
宗
門
慟
あ
る
た
め
ぷ
放
紅
分
に

冷
辿
さ
れ
た
の
を
怒
刄
、
狂
泉
國
の
だ
と
べ
を
引
き
世
相
を
ふ

う
し
し
々
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
「
あ
る
國
に
狂
泉
t
Ｓ
=
>
;

そ
の
水
を
飲
み
皆
凌
狂
し
、
井
水
を
使
用
。
し
得
た
た
め
釘
人
間

で
ゐ
だ
国
王
を
却
っ
て
狂
へ
り
と
な
し
王
の
病
を
治
す
ぺ
ぐ
荒

疸
治
を
し
た
の
で
苦
し
さ
に
た
へ
ず
、
王
も
亦
狂
泉
‐
を
飲
ひ
没

狂
し
μ
臣
共
に
狂
ひ
歓
然
と
し
て
ｚ
ヽ
ら
し
た
」
と
い
ふ
が
畿
も

近
頃
狂
ひ
水
を
飲
ひ
た
く
な
っ
た
と
這
収
し
た
と
あ
る
。
説
話

の
出
典
は
ま
だ
検
出
し
え
’
な
い
が
印
厦
的
な
に
ほ
ひ
か
す
る
。
。

辿
紳
記
中
の
印
度
系
説
謡
は
既
に
江
ご
。
ひ
れ
て
ゐ
る
が
、
私
の

頌
ん
折
中
で
ぽ
附
０
　
享
敏
行
］
彼
が
戸
王
に
官
す
る
記
事
に
は

白
浪
式
を
思
は
せ
る
も
の
あ
り
、
ぷ
‥
］
悦
八
租
口
は
村
正
の
妻
り

屍
に
起
戸
臭
が
っ
い
た
怪
話
が
Ｉ
め
乙
、
か
か
る
印
度
・
。
説
話
や
風

俗
の
紹
介
に
佛
我
流
帖
に
件
ふ
も
の
で
あ
ら
う
か
ら
そ
れ
を
受

け
容
れ
た
巾
川
涯
分
に
印
度
的
な
も
の
が
生
じ
て
ゐ
た
こ
と
を

注
意
し
よ
う
。
六
朝
身
分
制
の
敲
。
坦
々
は
殆
ん
ど
カ
ー
八
丿
的

か
も
の
が
あ
り
、
カ
ー
ｙ
Ｆ
詞
介
定
の
佛
款
を
猷
迎
し
進
ん
で

學
ん
だ
の
は
塞
門
で
あ
る
こ
と
を
考
へ
た
ら
、
中
國
中
世
の
研

究
に
以
更
に
京
洋
史
的
な
廣
い
川
１
　
が
必
嬰
に
な
る
と
思
ふ
。
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